
東京医科大学 東京薬科大学
交流実績（2025年度）

東京医科大学（第一校舎） 東京薬科大学



１.共同研究・交流

(１) 臨床・基礎における共同研究
(２) 医薬工3大学包括連携推進シンポジウム

２.学生教育

(１) 多職種連携教育（IPE）の推進
(２) 多職種協働（PBL）の推進
(３) 東医大での東薬大薬学部生 実務実習実施
(４) 早期体験実習（アーリーエクスポージャー）
(５) 東薬大生命科学部生の解剖実習への見学参加
(６) 東医大における東薬大生の卒論研究指導

３.教職員人事交流

(１) 東薬大から東医大への客員委嘱・非常勤講師委嘱
(２) 東医大教員と薬剤部職員による東薬大での講義の実施
(３) 東医大薬剤部における東薬大実務家教員の研修

４.その他

(１) 東薬大 西新宿臨床教育・研究センター開設



１－(１)  臨床・基礎における共同研究

【2025年度実績】

これまで長年にわたり、臨床・基礎の両分野で共同研究を推進してきました。
昨年度の論文数および共著者数の実績は以下のとおりです。

◇  共著論文数 ３報

◇ 共著者数 ３１名



１－(２) 医薬工3大学包括連携推進シンポジウム

第11回医薬工3大学包括連携推進シンポジウムは、2025年9月20日に東京医科
大学を会場として開催されました。

本シンポジウムは、3大学の持ち回りにより開催しています。

【特別講演】

【ポスターセッション】
学部生、大学院生、教員によるポスターセッション

①東京医科大学 薬理学分野 主任教授 金蔵 孝介
「液滴からみるALS研究」

②東京薬科大学 薬学部 薬物代謝分子毒性学教室
教授 山折 大

「胎児期における化学物質の曝露評価
～胎児肝臓を中心として～」

③工学院大学 工学部 機械システム工学科
教授 桐山 善守

「人工膝関節の力学機能
－膝関節のバイオメカニクス－」



２－(１)  多職種連携教育（IPE）の推進

東医大の医学生・看護学生と東薬大の薬学生は、2015年より同一カリキュラ
ムによる多職種連携授業に参加しています。

【2025年度実績】

・東医大 医学科 １年 １２７名
看護学科２年 ８０名

・東薬大 薬学部 ２年 ７３名

【東医大（医学科）】 【東医大（看護学科）】

【東薬大（薬学部）】



２－(２) 多職種協働授業（PBL）の推進
東医大の医学生、工学院大の学生および東薬大の薬学生は、2022年より同一
カリキュラムによる多職種協働授業（PBL）に参加しています。

【東医大（医学科）】 【東薬大（薬学部）】【工学院大】

【2025年度実績】 東医大 ２年１２３名 、工学院大 ３年２４名、東薬大 ５年１１名



２－(３)  東医大での東薬大薬学部生 実務実習実施

薬学部6年制教育においては、病院11週間および薬局11週間の実務実習が必
修とされており、東医大の3病院では薬学生の実務実習を受け入れています。

【2025年度実績】

病  院 名

年 度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

東京医科大学病院 34 42 31 45 42 32 35 39 33 42

東京医科大学病院八王子医療センター 26 29 23 23 27 27 27 26 26 24

東京医科大学病院茨城医療センター 4 3 2 2 1 0 0 2 1 0

合計 64 74 56 70 70 59 62 67 60 66

実 務 実 習 生 実 績



２－(４)  早期体験実習（アーリーエクスポージャー）

※新型コロナウイルス感染症流行前は、早期体験実習として1日20名の学生を3日間
（計3回）受け入れていました。
※新型コロナウイルス感染症流行後は、早期体験実習の代替として東医大薬剤部が

作成したビデオ教材を東薬大1年生に視聴してもらう形式で実施しています。
※2025年度より現地での実習再開を予定していましたが、引き続き東医大薬剤部作

成のビデオ教材による実施となりました。
現地実習の再開については、現在も継続して検討を行っています。

【2025年度実績】

コロナ禍以降の2020年度 ～ 2025年度は訪問体験なし



２－(５)－①  東薬大の薬学部生の解剖実習への見学参加

【2025年度実績】

＜薬学部＞1年後期ゼミナールで実施 ：25名参加



【2025年度実績】

1日で午前午後の2組に分け、生命医科学科3年生99名参加

２－(５)－②  東薬大の生命科学部生の解剖実習への見学参加



２－(６)－①  東医大における東薬大生の卒論研究指導（薬学部）

（外部研究・卒論研究）

共同研究の一環として、東医大の診療科・研究室において東薬大の学部生お
よび大学院生を外部研究生として受け入れています。
診療科・研究室では、学生が研究の一部を担うことにより研究の進展が期待
されるとともに、学生にとっては臨床現場を体験しながら研究を遂行できる
という利点があります。

【2025年度実績】

◆薬学部生◆
・東医大病院 2名

（腎臓内科1名、薬剤部1名）

・東医大八王子医療センター 3名
（腎臓外科1名、皮膚科2名）



【2025年度実績】
◆生命科学部生◆ 東医大 7名

２－(６)－② 東医大における東薬大生の卒論研究指導（生命科学部）

東京医科大学研究室 配置人員一覧(4月1日時点)



３－(１)  東薬大から東医大（教員・薬剤部）への客員委嘱・
非常勤講師委嘱

【2025年度実績】

＜客員委嘱＞

東京医科大学
東京医科大学病院
東京医科大学茨城医療センター
東京医科大学八王子医療センター

１８名
５８名

２名
２０名

＜実務実習関連客員委嘱＞

東京医科大学病院 ３６名

＜非常勤講師委嘱＞

薬学部
生命科学部（ゲスト講師）

７名
６名



３－(２)－① 東医大教員と薬剤部職員による東薬大薬学部講義
の実施（科目（担当））

◆薬学部 特論講義◆
（薬学部５年 生殖医療特論） （薬学部４年 臨床医学特論）

【2025年度実績】臨床医学概論(消化器内科)、生殖医療特論(産婦人科）、個別化医療Ⅱ（薬剤部）、
問題 解決（麻酔科学分野 緩和医療部、薬剤部、栄養管理科）、医療の最前線
（産婦人科）、実務実習事前実習（感染制御部感染症科）



３－(２)－② 東医大教員による東薬大生命科学部講義の実施
（科目（担当））

生命医科学Ⅲ（生命医科学特講Ⅱ）

2025年度：52名
2024年度：80名
2023年度：72名
2022年度：85名
2021年度：99名
2020年度：75名
2019年度：58名

【2025年度実績】



３－(３)  東医大薬剤部における東薬大実務家教員の研修

東薬大の教員が、東医大薬剤部で病棟薬剤師と共同で活動するなどの研修を
行うことで、最先端の病院薬剤部の業務を教育に反映させることが可能とな
り、臨床教育の向上につながります。
これにより、東薬大における臨床薬学教育のさらなる拡充と推進が期待され
ます。また、東医大においても業務遂行における人的支援となり、また薬剤
師への教育・指導など薬剤部業務の充実に寄与します。

【2025年度実績】 4名（継続4名、新規0名）



４－(１)  西新宿臨床教育・研究センター

＜主な活動＞
・薬剤部、看護部、診療科と連携した教育・研究活動
・薬学部生の病院実務実習
・診療科との共同研究・卒論研究
・実務家教員によるプレアドバンス病院実務実習
・薬剤部・病棟における実務家教員の臨地研修

東医大病院の施設内には、「臨床薬学教育・研究の強化」および「チーム医
療実践教育の構築」を目的として、東薬大の「西新宿臨床教育・研究セン
ター」が設置されています。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

